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特
集
１　
私
た
ち
と
沖
縄

沖
縄
意
見
広
告
運
動

―
軍
事
基
地
の
な
い
沖
縄
と
日
本
を
目
指
し
て
―花

輪
伸
一

名
護
市
辺
野
古
で
は
、
米
国
海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
・

シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前
で
、
新
基
地
建
設
阻
止
の
た

め
大
勢
の
市
民
が
座
り
込
み
、
海
上
で
は
カ
ヌ
ー
と

支
援
船
に
よ
る
抗
議
行
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
数
の
機
動
隊
と
海
上
保
安
官
に
よ
る
暴

力
的
な
排
除
が
行
な
わ
れ
資
材
搬
入
や
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

東
村
高
江
、
国
頭
村
安
波
で
は
、
や
ん
ば
る
の
森

を
切
り
開
い
て
６
個
の
巨
大
な
オ
ス
プ
レ
イ
用
ヘ
リ

パ
ッ
ド
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
集
落
上
空
で
は
夜
間

も
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
訓
練
が
行
な
わ
れ
住
民

し
か
し
、
本
土
の
マ
ス
コ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
報
道
し
て

い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
沖
縄
で
は
、
米
軍
基
地
の
建
設
と
訓

練
の
強
化
、
自
衛
隊
の
配
備
が
進
み
、
軍
事
基
地
の

集
中
と
い
う
沖
縄
差
別
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
ま

す
。

意
見
広
告
運
動
の
目
的
、
活
動
内
容

沖
縄
意
見
広
告
運
動
は
２
０
１
０
年
に
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
運
動
の
目
的
は
、
基
地
の
な
い
沖
縄
と
日

本
を
目
指
し
、
沖
縄
の
痛
み
を
全
て
の
人
々
の
痛
み

と
し
て
受
け
と
め
、
①
普
天
間
飛
行
場
の
即
時
閉
鎖

と
返
還
お
よ
び
県
内
移
設
反
対
、
②
辺
野
古
新
基
地

建
設
の
中
止
、
③
日
米
安
保
条
約
と
地
位
協
定
の
見

直
し
と
い
う
主
張
を
、
沖
縄
か
ら
日
本
全
体
へ
、
世

界
へ
と
広
く
訴
え
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

運
動
は
、
毎
年
12
月
に
全
国
世
話
人
会
（
現
在
19
人
）

を
開
催
し
て
方
針
を
決
め
、
翌
年
１
～
２
月
に
チ
ラ

シ
等
の
配
付
資
料
を
作
成
し
、
３
月
～
５
月
中
旬
に

賛
同
者
の
募
集
、
広
告
の
紙
面
づ
く
り
、
報
告
集
会

の
企
画
検
討
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作

業
は
東
京
、
大
阪
の
両
事
務
所
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、

専
従
の
職
員
は
お
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
分
担
し
て

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

賛
同
者
の
方
々
は
、
広
告
内
容
に
賛
同
し
賛
同
金

を
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
紙
面
に
名
前
が

掲
載
さ
れ
ま
す
。
賛
同
金
は
一
口
、
個
人
１
０
０
０
円
、

団
体
５
０
０
０
円
で
、
で
き
る
だ
け
複
数
口
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
希
望
に
よ
り
匿
名
扱
い
と
し
て
掲

載
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
６
月
初
め
に
意
見
広

告
が
掲
載
さ
れ
た
後
、
賛
同
者
全
員
に
紙
面
の
コ
ピ
ー

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
０
年
の
第
１
期
広
告
で
は
、
賛
同
者
数
は

４
６
２
９
人
で
広
告
は
１
面
で
し
た
が
、
17
年
の
第

８
期
で
は
１
万
２
５
４
８
人
に
増
加
し
、
見
開
き
２

面
の
２
色
刷
り
広
告
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
１
）。
掲
載

紙
は
、
沖
縄
の
琉
球
新
報
と
沖
縄
タ
イ
ム
ス
に
毎
年

掲
載
、
全
国
紙
は
朝
日
新
聞
が
多
く
、
毎
日
新
聞
に
も
、

ま
た
首
都
圏
対
象
に
東
京
新
聞
に
掲
載
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
新
聞
社
か
ら
は
、
後
で
意
見
広
告
に
対

す
る
読
者
の
反
応
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
）
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
す
。

賛
同
者
が
増
え
て
広
告
運
動
が
広
が
る
こ
と
は
意

味
の
あ
る
こ
と
で
す
が
、
喜
ぶ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
沖
縄
の
基
地
問
題
は
解
決
ど
こ
ろ
か
、
民
意
と

は
逆
に
現
政
権
に
よ
り
ゴ
リ
押
し
さ
れ
て
い
る
の
が

現
実
で
す
。
そ
の
た
め
沖
縄
の
人
々
の
基
地
反
対
を

支
援
し
た
い
と
い
う
賛
同
者
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

米
国
紙
ウ
ェ
ブ
版
の
意
見
広
告

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
家
や
官
僚
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

市
民
に
、
沖
縄
か
ら
の
新
基
地
建
設
反
対
の
声
を
届

け
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
５
回
、
米
国
紙
の
ウ
ェ
ブ
版

生
活
を
脅
か
し
て
い

ま
す
。
住
民
や
支
援

者
は
テ
ン
ト
で
監
視

活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。一

方
、
宮
古
島
、

石
垣
島
、
与
那
国
島

に
は
、
自
衛
隊
の
通

信
部
隊
や
ミ
サ
イ
ル

部
隊
が
配
備
ま
た
は

予
定
さ
れ
、
住
民
に

よ
る
反
対
運
動
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
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特
集
１　
私
た
ち
と
沖
縄

に
意
見
広
告
を
出
し
ま
し
た
。
最
初
の
２
０
１
１
年

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
、
そ
の
後
は
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
で
す
。

17
年
に
は
、
ウ
ェ
ブ
・
ペ
ー
ジ
に
「
沖
縄
の
権
利

問
題

―
日
米
に
よ
る
沖
縄
へ
の
暴
力
を
終
わ
り
に

し
よ
う
」
と
い
う
意
味
の
英
語
の
見
出
し
と
、
シ
ュ

ワ
ブ
前
で
機
動
隊
に
暴
力
的
に
排
除
さ
れ
る
島
袋
文

子
さ
ん
の
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
バ
ナ
ー
広
告
を
出

し
ま
し
た
。
７
日
間
の
期
間
限
定
で
掲
載
さ
れ
る
バ

ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
沖
縄
意
見
広
告
運
動
の
英

文
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し
、
沖
縄
の
基
地
被
害
や
新
基

地
反
対
運
動
の
現
状
、
辺
野
古
・
大
浦
湾
の
豊
か
な

自
然
、
米
国
政
府
機
関
や
議
員
に
メ
ー
ル
を
送
る
呼

び
か
け
な
ど
数
ペ
ー
ジ
の
記
述
と
サ
ン
ゴ
礁
の
生
物

や
ジ
ュ
ゴ
ン
、
住
宅
地
に
囲
ま
れ
た
普
天
間
飛
行
場

の
危
険
な
状
況
、
低
空
飛
行
す
る
米
軍
機
な
ど
の
写

真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
普
通
の
議
員
や
官
僚
は
、
沖
縄
の
米

軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
。
ご

く
少
数
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ン
ド
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
政

治
家
・
ロ
ビ
イ
ス
ト
等
が
、
彼
ら
の
利
害
関
係
で
政

策
立
案
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ウ
ェ
ブ
版
意
見

広
告
は
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
に
、
沖
縄
の
米
軍
基

地
負
担
が
過
剰
で
あ
り
、
軍
人
軍
属
に
よ
る
事
件
事

故
が
絶
え
な
い
と
い
う
正
し
い
情
報
を
伝
え
、
辺
野

古
新
基
地
建
設
の
中
止
や
基
地
の
整
理
縮
小
、
負
担

軽
減
、
地
位
協
定
の
改
定
を
訴
え
理
解
を
得
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
効
果
を
高
め
る
た
め
、
沖
縄

か
ら
の
訪
米
団
派
遣
や
首
相
訪
米
に
合
わ
せ
て
広
告

を
出
し
ま
す
。

報
告
集
会
（
東
京
、
大
阪
）

意
見
広
告
掲
載
後
、
６
月
下
旬
頃
に
東
京
、
大
阪

で
報
告
集
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
か
ら
ヘ
リ

基
地
反
対
協
議
会
の
安
次
富
浩
代
表
、
沖
縄
県
選
出

の
伊
波
洋
一
参
議
院
議
員
を
招
い
て
、
シ
ュ
ワ
ブ
前

の
座
り
込
み
抗
議
行
動
や
カ
ヌ
ー
で
の
海
上
行
動
の

様
子
、
国
や
沖
縄
県
、
名
護
市
の
社
会
・
政
治
の
状

況
、
米
国
の
情
勢
な
ど
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
、
ガ
バ
ン
・
マ
コ
ー
マ
ッ
ク
氏
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
名
誉
教
授
）、
ア
ン
・
ラ
イ
ト
氏
（
平

和
の
た
め
の
退
役
軍
人
会
）、
イ
・
ヨ
ン
チ
ェ
氏
（
恵
泉
女

学
園
大
学
准
教
授
）
ら
を
ゲ
ス
ト
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て

招
請
し
、
沖
縄
と
東
ア
ジ
ア
情
勢
、
軍
隊
に
よ
る
性

暴
力
、
韓
国
の
民
主
化
運
動
な
ど
の
講
演
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

報
告
集
会
に
は
、
約
３
０
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
、

東
京
で
は
比
較
的
年
配
の
男
性
・
女
性
、
大
阪
で
は

ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
の
男
性
の
姿
が
目
立
ち
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
辺
野
古
に
新
基
地
を
造
ら
せ
な
い

と
い
う
思
い
が
強
く
、
そ
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

意
見
広
告
と
と
も
に
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
「
オ

ス
プ
レ
イ
Ｎ
Ｏ
！
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
！
」
の

バ
ナ
ー
を
掲
げ
た
宣
伝
カ
ー
に
よ
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
沖
縄
、
九
州
、
四
国
、
中
国
、

北
陸
、
北
日
本
の
オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
が
予
定
さ

れ
て
い
る
ル
ー
ト
を
走
り
、
県
庁
要
請
、
街
頭
宣
伝
、

地
域
集
会
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

13
年
に
は
東
日
本

ル
ー
ト
で
３
・
11
反
原

発
福
島
行
動
に
参
加
し
、

15
年
の
沖
縄
キ
ャ
ラ
バ

ン
で
は
大
型
生
コ
ン
車

で
街
宣
活
動
を
行
な

い
、
シ
ュ
ワ
ブ
前
の
機

動
隊
を
慌
て
さ
せ
ま
し

た
（
写
真
２
）。
16
年
か

ら
は
沖
縄
と
同
様
に
米

軍
基
地
被
害
に
苦
し
む

韓
国
へ
も
渡
航
し
て
い

ま
す
。
18
年
４
月
に
は
、
名
古
屋
、
静
岡
、
横
浜
を

回
り
東
京
へ
と
や
っ
て
来
ま
し
た
。

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
大
阪
事
務
所
が
企
画
し
、
連

帯
労
組
関
西
生
コ
ン
支
部
員
や
全
港
湾
大
阪
支
部
員
、

市
民
や
学
生
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

意
見
広
告
と
あ
わ
せ
て
効
果
的
な
活
動
で
す
。

辺
野
古
新
基
地
や
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
を

止
め
る
た
め
、
多
く
の
団
体
や
個
人
が
多
様
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
、
基
地
建
設
が
中

止
さ
れ
、
意
見
広
告
を
始
め
様
々
な
運
動
が
は
や
く

終
了
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は

反
対
で
、
私
た
ち
は
現
政
権
の
暴
走
を
止
め
る
た
め
、

当
面
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
賛
同
者
を
募
っ
て
意
見

広
告
を
出
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
は
な
わ
・
し
ん
い
ち
／
沖
縄
意
見
広
告
運
動
全
国
世
話
人
、

沖
縄
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話
人
。
写
真
提
供
も
筆
者
）

写真２・キャンプ・シュワブ前で街宣する
沖縄キャラバンの生コン車
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